
社会福祉施設での労働災害発生状況

令和４年の労働災害による死傷者数（休業4日以上、新
型コロナウイルス感染症のり患者を除く）は、57人と前
年と同水準であり、近年増加傾向にあります。

社会福祉施設においては、動
作の反動・無理な動作（腰痛
等）と転倒災害が発生しやす
い傾向にあります。
また、腰痛等においては他の
産業より高い頻度で発生して
います。

腰痛・転倒に関しては次項

社会福祉施設における
令和4年の労働災害発生状況

（事故の型別）

※ 津労働基準監督署管内で発生した労働災害による死傷者数（休業4日以上、
新型コロナウイルス感染症のり患を除く、「労働者死傷病報告」より）
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労働災害（休業4日以上）の発生状況の推移
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より良い職場環境の構築に向けて

腰痛予防に取り組みましょう

介護事業場で働く人の悩み・不満・不安（上位抜粋）

出典：公益財団法人介護労働安定センター

介護労働者の不満の中で、身体的負担が大きい（腰痛や
体力に不安がある）と回答した方の割合は30.0％と高い
傾向にあります。
また、労働者の満足度を重視する企業ほど、人材を確保
しやすいという統計結果もあります。

腰痛予防に取り組むこ
とにより、労働者の身
体的負担が軽減しま
す。それにより、労働
者の満足度が向上し、
人材確保につながりま
す。十分な人材が確保
できれば、人手不足に
よる作業負担を軽減す
ることができます。
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腰痛予防のために次項の対策に取り組みましょう

腰痛予防による負担軽減は人材確保にもつながります



腰痛を防ぐ職場の事例集を活用し、職員の
身体の負担軽減のための介護技術（ノーリ
フトケア）や介護機器等の導入に取り組む
ようお願いします。
https://www.mhlw.go.jp/content/1130000
0/001103533.pdf

腰痛予防のために

身体の負担軽減のための介護技術（ノーリフトケア）

持ち上げない 抱え上げない

【取組事例】
・ノーリフトケア
委員会の設置

・ノーリフトケア
のリーダー養成

健康管理

・ストレッチ
・腰痛の程度の確認

介護機器・用具の導入

・電動昇降ベッド
・スライディングボード

https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001103533.pdf
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本当に怖い転倒災害

転倒災害は発生しやすい

重篤なケガになりやすい

転倒災害は、全産業においても
発生しやすい労働災害（割合
22.8％）ではありますが、
社会福祉施設においては、労働
災害のうち31.6 ％が転倒災害で
あり、労働災害の3分の1程度が
転倒災害となっています。

転倒災害は軽視されがちですが、休業４日以上の転
倒災害のうち、骨折したものが72.2％、30日以上の
休業を要するものは72.2％（平均休業日数55日）と
非常に重篤化しやすい災害となっています。特に高
年齢労働者の転倒災害による負傷は重篤なものにな
りやすい傾向があります。

治らない
ケガ

長期休業

人手不足

他の労働者
の負担増

※ 津労働基準監督署管内で発生した労働災害による死傷者数（休業4日以上、
新型コロナウイルス感染症のり患を除く、「労働者死傷病報告」より）



転倒災害のない安全な職場のために



な職場を目指して

エイジフレンドリーとは「高齢者の特性を考
慮した」を意味する言葉です。高齢者は若年
層に比べ、労働災害の発生率が高く休業も長
期化しやすいことが分かっています。働く高
齢者は増加しています。エイジフレンドリー
な職場を目指して、高年齢労働者が安心して
働ける職場を目指しましょう。

エイジフレンドリーな職場づくりのためには、経営トップが方
針や担当者を決め、下記の事項について労使で話し合いながら
進めていくことが重要です。

エイジフレンドリーな職場とは

エイジフレンドリーな職場づくりのために

好事例を参考にしましょう

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/
bunya/0000156041.html

各社の取組事例を参考にして、自らの事業場の
課題と対策を検討してください。

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000156041.html

